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理化J基準にとどまらず，販売費や一般管理費管理の方式として，その利用領
域が拡大されるのは当然のなりゆきであろう。製造過程外へのかかる拡大適用
は，この概念の限界をある意味では質的に強めるが， しかしそれが「合理化」
基準としての役割を果す以上，企業全体の利益計画の中に包摂されざるをえな
L 、。この結果，との概念に固有な非能率の除去のために操業度差異を区分する
という原価管理思考から，予算統制方法の技術的1変種となりさがり，利益計
画を示す総合予算での弾)J性思考として，経営管理者の志走、を示す許容予算額
となれかくして，製造間接費管理のために製造過程の「客観化Jを理論的に
追求することからも後退して，まったくの資本の窓意的(客観的基拝に基くよう
にみせかけてはいるが， 資本町「力」を示す過去の経験かι生みだFれることが多い)
「合理化J基準に転落することになるのである。
